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記事 ○「新たなホームドアの現地試験の見学・説明会」を開催   

         

  ○ 「新たなホームドアの現地試験の見学・説明会」を開催しました。 

 当協会では、去る 11 月 14 日(木)、「新たなホームドアの現地試験の見学・説明 

会」を開催し、16 事業者 50 名が参加しました。 

まず、説明会会場において、概況につ 

いて説明を受け、「昇降バー式」では㈱高 

見沢サイバネテックス、「昇降ロープ式」で 

は日本信号㈱の担当者から構造・機能、 

メリットについてそれぞれ説明を受けまし 

た。     

①①①①㈱㈱㈱㈱高見沢高見沢高見沢高見沢サイバネテックスからのサイバネテックスからのサイバネテックスからのサイバネテックスからの説明説明説明説明     

 

 

 

 

②②②②日本信号日本信号日本信号日本信号㈱㈱㈱㈱からのからのからのからの説明説明説明説明    

 

その後、試行実験としてこれらの新たな 

ホームドアを設置している相模鉄道・弥生台 

駅及び東急電鉄・ふじみ野駅に赴き、相模 

鉄道㈱及び東急電鉄㈱のご協力を得て、こ 

れらのホームドアの実稼働状況を見学すると 

ともに、両鉄道事業者の駅員から稼働状況 

について説明を受けました。                                        

③③③③相模鉄道相模鉄道相模鉄道相模鉄道・・・・弥生台駅弥生台駅弥生台駅弥生台駅でのでのでのでの現地説明現地説明現地説明現地説明会会会会のののの模様模様模様模様    
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この新たな二つのホームドアは、乗降口のバリアーとして、スライド扉に代えて、数本の

バー又はワイヤーを用い、乗降時には、このバー又はワイヤーを上方へ引き上げるととも

に、その間隔を詰めるものです。これにより、①ホームドアを軽量化できる、開口幅が大き

いので、②ドアの位置の異なる車両にも対応が可能、③車両の停止位置の誤差に寛容、

といったメリットが生じます。 

参加者からは、⑴お客様が触った場 

合の安全性、⑵開閉のタイミング、⑶ト 

ラブル発生時の対応などについて、質 

問があり、駅の説明者から丁寧な説明 

がなされました。今回は、参加者が、説 

明会終了後においても引き続き熱心 

に質問する姿も見受けられるなど、各 

事業者のホームドアへの取り組みの熱 

意が感じられる現地見学会となりまし 

た。 

 なお、この新たなホームドアの開発   ④④④④東急電鉄東急電鉄東急電鉄東急電鉄・・・・つきみつきみつきみつきみ野駅野駅野駅野駅でのでのでのでの現現現現地説明会地説明会地説明会地説明会のののの模様模様模様模様  

には、国土交通省の鉄道技術開発補助金が出ています。           

(関係資料;別添資料を参照)              

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    （（（（注注注注））））    必要に応じ、社内へ転送、回覧などをお願いします。 

    配信先を変更又は追加した方がよい場合は、新しい配信先の職名、氏名及びメール

アドレスをお知らせ下さい。 

本短信について、ご意見をお寄せ下さい。 

連絡先： mukaida@jametro.or.jp 

 
























